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別紙１ 

事後調査の結果 

調査項目（大気汚染：工事用車両の走行） 

 

１．調査事項 

(1)予測した事項 

工事用車両の走行に伴う二酸化窒素及び浮遊粒子状物質の大気中における濃度 

 

(2)予測条件の状況 

・工事用車両交通量（経路別台数、種類、時間帯） 

・一般車両交通量（地点、台数、種類、時間帯） 

・走行速度 

・道路の状況（幅員、車線数） 

・気象の状況（風向・風速） 

・バックグラウンド濃度の状況 

 

(3)環境保全のための措置の実施状況 

 

２．調査地域 

調査地域は、図1-1に示す対象事業に係る工事用車両の主な走行経路とした。 
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３．調査手法 

(1)調査時点 

工事用車両の走行台数が最大となる時点とした。 

なお、同時に調査地点３（大田区城南島３丁目）及び調査地点６（江東区若洲３丁目）

においても調査を実施し、参考値として資料編に取りまとめた。 

・調査地点５：平成30年度第３四半期頃 

 

(2)調査期間 

ｱ．予測した事項 

「調査時点」を代表する１日とした。 

 

ｲ．予測条件の状況 

予測した３地点のうち、工事着手後の工事用車両の走行台数がピークとなる調査地点

５（江東区有明３丁目）を対象に事後調査の調査日を決定し、表1-1に示す時期に実施

した。調査方法は、表1-2に示すとおりである。 

なお、同時に調査地点３（大田区城南島３丁目）及び調査地点６（江東区若洲３丁目）

においても調査を実施し、参考値として資料編に取りまとめた。 

 

表1-1  調査時期 

調査日時 備  考 

平成30年11月27日(火)12:00～11月28日(水)12：00 ・二酸化窒素 
（簡易測定法：PTIO） 
・二酸化窒素、浮遊粒子状物質 
（既存資料整理等） 
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(3)調査地点 

ｱ．予測した事項 

図1-1に示す工事用車両の走行ルート沿道の３地点（調査地点３，５，６）のうち、交

通量のピークが現れる調査地点５とした。 

なお、調査地点３及び調査地点６は、参考値として同時に測定した。 

 

ｲ． 予測条件の状況 

工事用車両交通量、一般車両交通量、走行速度、道路の状況については、「予測した

事項」と同一地点とした。 

気象の状況については、江戸川臨海地域気象観測所及び一般環境大気測定局の中央区

晴海測定局、港区台場測定局、豊洲測定局及び京浜島測定局（図1-1）とした。 

バックグラウンド濃度の状況については、一般環境大気測定局の中央区晴海測定局、

港区台場測定局、豊洲測定局、京浜島測定局（図1-1）とした。 

 

ｳ．環境保全のための措置の実施状況 

計画道路及びその周辺とした。 
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(4)調査方法 

ｱ．予測した事項 

大気質の調査方法は、窒素酸化物簡易測定法（PTIO法：二酸化窒素）及び既存資料（バ

ックグラウンド濃度）、工事用車両、一般車両台数等の整理、解析による方法（二酸化

窒素、浮遊粒子状物質）とした。 

なお、簡易測定法による事後調査の計測にあたり、「東京都環境影響評価技術指針（付

解説）」に基づき、評価時点の現況調査において、公定法との間に十分な相関があるこ

とを確認している。 

 

ｲ． 予測条件の状況 

工事用車両交通量及び一般車両交通量は、ハンドカウンターによる計測（「道路交通

センサス（一般車両調査）」に準拠した車種分類）及び工事関係資料の確認とした。 

走行速度は、所定区間の通過時間の計測による方法とした。 

道路の構造は、現地確認による方法とした。 

気象の状況及びバックグラウンド濃度の状況は、既存資料調査とした。 

なお、バックグラウンド濃度について、評価書時の予測では直近５ヶ年分の年平均値

をバックグランド濃度としていることから、調査時についても、調査期間中におけるバ

ックグラウンド濃度と併せ、調査時点を含む１年間の年平均値を整理し、比較した。 

 

ｳ．環境保全のための措置の実施状況 

現地確認（写真撮影等）及び工事関係資料により整理を行った。 
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４．調査結果 

(1)事後調査の結果の内容 

ｱ．予測した事項 

簡易測定法（PTIO法）による二酸化窒素の調査結果は、表1-3に示すとおりである。 

調査地点５は、工業専用地、車道その他一般公衆が通常生活していない地域又は場所

であり、大気汚染に係る環境基準の適用外であるため、環境基準値を参考値とした。 

調査結果は、0.056ppmであり、環境基準値（参考値:１日平均値が0.04ppmから0.06ppm

までのゾーン内又はそれ以下であること）を満足した。 

 

表1-3  簡易測定法（PTIO法）による二酸化窒素の調査結果 

調査期間：平成30年11月27日(火)～平成30年11月28日(水) 

調査地点 

濃度（ppm） 二酸化窒素 

環境基準値 

（参考値） 二酸化窒素 

調査地点５〔臨港道路〕 

（江東区有明３丁目） 
0.056 

１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾー

ン内又はそれ以下であること。 
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ｲ．予測条件の状況 

1）工事用車両交通量、一般車両交通量、走行速度、道路の状況 

調査地点における交通量及び走行速度は表1-4に、評価書時点の将来交通量及び走行速

度は表1-5に示すとおりである。 

南北線の工事用車両台数は評価書時点の昼間292台/16h、夜間0台/8hと比較し、事後調

査時点で昼間166台/16h、夜間84台/8hと、工事用車両を分散させたことで昼間において

は評価書時点を下回り、夜間においては評価書時点を上回った。なお、昼夜の合計では

評価書時点を下回った。 

また、一般車両を含む合計台数では、評価書時点の昼間23,049台/16h、夜間3,267台/8h

に対し、事後調査時点では昼間19,605台/16h、夜間2,466台/8hと昼夜ともに評価書時点

を下回った。 

また、現地調査における交通量より算出した窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出負

荷量は表1-6、調査地点における道路断面構造は図1-2に示すとおりである。 

 

表1-4  調査地点における交通量及び走行速度 

調査期間：平成30年11月27日(火)～平成30年11月28日(水) 

調査地点 時間区分 

交通量（台/日） 
走行速度 

（km/h） 
一般車両 工事用車両 

合計 
小型車 大型車 南北線 その他 

調査地点５〔臨港道路〕 
（江東区有明３丁目） 

昼間（台/16h） 10,577 8,051 166 811 19,605 
47.7 

夜間（台/ 8h） 1,096 1,243 84 43 2,466 

注：1.交通量は、環境基準の時間帯（昼間：６時～22時、夜間：22時～６時）に対応する時間交通量を示す。 
2.工事用車両のその他の交通量は、事後調査時に計測した南北線の工事以外のダンプトラック、

コンクリートミキサー車の台数を示す。 
3.走行速度は、事後調査時の実測値（１日、上下平均値）を示す。 
 

表1-5  予測地点における将来交通量及び走行速度（評価書時点） 

予測地点 時間区分 

交通量（台/日） 

走行速度 

（km/h） 
一般車両 

南北線 

工事用車両 合計 

小型車 大型車 大型車 

予測地点５〔臨港道路〕 

（江東区有明３丁目） 

昼間（台/16h） 12,062 10,695 292(0) 23,049 
50 

夜間（台/ 8h） 1,332 1,935 0 3,267 

注：1.交通量は、環境基準の時間帯（昼間：６時～22時、夜間：22時～６時）に対応する時間交通量を示す。 
2.工事用車両は、南北線の建設工事に係る台数を示し、( )はＹ３事業に伴う工事用車両台数を示す。 
3.一般車両の大型車の交通量は、南北線の工事以外のダンプトラック、コンクリートミキサー車の台数を

含む。 
4.走行速度は、予測条件として用いた規制速度を示す。 
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窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の排出負荷量算定における評価書の予測結果と事後

調査の結果との比較は表1-7に示すとおりである。 

予測時に比べて交通量が少なく、窒素酸化物は予測結果が5.486㎥N/日・㎞に対し事後

調査結果が4.579㎥N/日・㎞、浮遊粒子状物質は予測結果が0.318㎏/日・㎞に対し事後調

査結果が0.266㎏/日・㎞といずれも排出量は予測結果を下回った。 

ここで南北線起源の排出量をみると、窒素酸化物では予測結果が0.117㎥N/日・㎞に対

し事後調査結果が0.103㎥N/日・㎞、浮遊粒子状物質では予測結果が0.007㎏/日・㎞に対

し事後調査結果も0.006㎏/日・㎞といずれも排出量は予測結果を下回った。 

 

表1-7(1)  評価書時の予測結果と事後調査結果との比較（窒素酸化物） 

地点 

予測結果 事後調査結果 

予測 

対象 

年度 

排出量 (m3
N/日•km) 

（車両交通量：台/日） 調査 

実施 

年度 

排出量 (m3
N/日•km) 

（車両交通量：台/日） 

一般車両 南北線 

工事用 

車両 

計 
一般車両 工事用車両 

計 
小型車 大型車 小型車 大型車 南北線 その他 

調査 

地点５ 
H30 

0.326 

(13,394) 

5.043 

(12,630) 

0.117 

(292) 

5.486 

(26,316) 
H30 

0.296 

(11,673) 

3.829 

(9,294) 

0.103 

(250) 

0.352 

（854） 

4.579 

(22,071) 

注：1.排出量の算出に用いた排出係数は、「国土技術政策総合研究所資料 第671号 道路環境影響評価等に用いる

自動車排出係数の算出根拠（平成22年度版）」に基づき、評価書時の予測では地点別の予測対象年度（各ル

ートを走行する工事用車両台数がピークとなる時期）の値を、事後調査結果では調査実施年度（平成30年度）

の値を採用した。 

2.予測結果の工事用車両は南北線起源のみ、事後調査結果のうち、その他の工事用車両は、南北線以外のダン

プトラック、コンクリートミキサー車の台数を示す。 

 

表1-7(2)  評価書時の予測結果と事後調査結果との比較（浮遊粒子状物質） 

地点 

予測結果 事後調査結果 

予測 

対象 

年度 

排出量 (kg/日･km) 

（車両交通量：台/日） 調査 

実施 

年度 

排出量 (kg/日･km) 

（車両交通量：台/日） 

一般車両 南北線 

工事用 

車両 

計 
一般車両 工事用車両 

計 
小型車 大型車 小型車 大型車 南北線 その他 

調査 

地点５ 
H30 

0.013 

(13,394) 

0.299 

(12,630) 

0.007 

(292) 

0.318 

(26,316) 
H30 

0.012 

(11,673) 

0.227 

(9,294) 

0.006 

(250) 

0.021 

（854） 

0.266 

(22,071) 

注：1.排出量の算出に用いた排出係数は、「国土技術政策総合研究所資料 第671号 道路環境影響評価等に用いる

自動車排出係数の算出根拠（平成22年度版）」に基づき、評価書時の予測では地点別の予測対象年度（各ル

ートを走行する工事用車両台数がピークとなる時期）の値を、事後調査結果では調査実施年度（平成30年度）

の値を採用した。 

2.予測結果の工事用車両は南北線起源のみ、事後調査結果のうち、その他の工事用車両は、南北線以外のダン

プトラック、コンクリートミキサー車の台数を示す。 
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2）気象の状況 

a．調査期間中における気象の状況 

調査期間中の気象の状況は、表1-8に示すとおりである。 

 

表1-8  調査期間中における気象の状況 

調査期間：平成30年11月27日(火)～平成30年11月28日(水) 

地点名 
項目名 

江戸川臨海地域 
気象観測所 

中央区 
晴海 

港区台場 豊洲 京浜島 平均値 

11月27日 

（火） 

最多風向 N NNE,NE Calm NW N ― 

平均風速(m/s) 2.2 0.8 0.3 0.8 1.8 1.2 

11月28日 

（水） 

最多風向 N NE NE,Calm NW,NNW NNE ― 

平均風速(m/s) 1.9 0.8 0.6 0.7 1.7 1.1 

11月27日（火）

12：00～11月28

日（水）12：00 

最多風向 NNW NE Calm NNW N,NNE,NNW ― 

平均風速(m/s) 1.9 0.8 0.5 0.6 1.4 1.0 

注：値は調査日の日平均値（風向は１日の最多風向）、調査時間の24時間分の平均値（風向は24時間分の最

多風向）を示す。 

「気象統計情報」（気象庁 平成30年） 

「大気汚染測定結果ダウンロード」（東京都環境局） 

「江東区提供資料」、「大田区提供資料」、「東京都提供資料」より作成 

 

 

b．調査時点を含む１年間の気象の状況 

調査時点を含む１年間の気象の状況は表1-9に、評価書時点における気象の状況は表

1-10に示すとおりである。調査時点を含む１年間の気象の状況については、評価書時点

と大きな変化はなかった。 

 

表1-9  調査時点を含む１年間の気象の状況 

調査期間：平成29年度第４四半期～平成30年度第３四半期（平成30年１月１日～平成30年12月31日） 

地点名 

項目名 

江戸川臨海地域 

気象観測所 

中央区 

晴海 
港区台場 豊洲 京浜島 平均値 

冬

季 

平成29年度第４四半期 

(平成30年１月-３月) 
最多風向 N SSE Calm NNW N ― 

平均風速(m/s) 3.5 1.5 1.2 1.0 3.1 2.1 

春

季 

平成30年度第１四半期 

(平成30年４月-６月) 
最多風向 S SE WSW SSE SSW ― 

平均風速(m/s) 4.8 1.0 1.7 1.2 3.3 2.4 

夏

季 

平成30年度第２四半期 

(平成30年７月-９月) 
最多風向 S Calm WSW SSE SSW ― 

平均風速(m/s) 5.1 0.9 1.6 1.3 3.4 2.5 

秋

季 

平成30年度第３四半期 

(平成30年10月-12月) 
最多風向 N NNE Calm NW N ― 

平均風速(m/s) 2.9 1.3 0.8 0.9 2.9 1.8 

通

期 

平成29年度第４四半期 

-平成30年度第３四半期 

(平成30年１月-平成30年12月) 

最多風向 N NNE WSW SSE NNE ― 

平均風速(m/s) 4.1 1.2 1.4 1.1 3.2 2.2 

注：値は平成29年度第４四半期～平成30年度第３四半期の平均値（風向は期間ごとの最多風向）を示す。 

「気象統計情報」（気象庁 平成30年） 

「大気汚染測定結果ダウンロード」（東京都環境局） 

「江東区提供資料」、「大田区提供資料」、「東京都提供資料」より作成 
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表1-10  評価書時点における気象の状況 

調査期間：冬季：平成26年２月４日(火)～平成26年２月10日(月) 

春季：平成26年５月23日(金)～平成26年５月29日(木) 

夏季：平成26年７月24日(木)～平成26年７月30日(水) 

秋季：平成26年10月１日(水)～平成26年10月５日(日)、８日(水)、９日(木) 

地点名 

項目名 

江戸川臨海地域 

気象観測所 
港区台場 豊洲 京浜島 平均値 

冬

季 

平成25年度第４四半期 

平成26年２月４日(火) 

-２月10日(月) 

最多風向 NNW SW NNW N ― 

平均風速(m/s) 4.4 1.1 1.1 4.6 2.8 

春

季 

平成26年度第１四半期 

平成26年５月23日(金) 

-５月29日(木) 

最多風向 SSW WSW SSE SSW ― 

平均風速(m/s) 5.7 1.7 1.3 2.7 2.9 

夏

季 

平成26年度第２四半期 

平成26年７月24日(木) 

-７月30日(水) 

最多風向 S WSW SSE S ― 

平均風速(m/s) 4.3 1.2 1.3 2.6 2.4 

秋

季 

平成26年度第３四半期 

平成26年10月１日(水) 

-10月５日(日)、８日(水)、９日(木) 

最多風向 NNE NE Calm NNE ― 

平均風速(m/s) 3.5 1.1 1.0 2.4 2.0 

通

期 

平成25年度第４四半期 

-平成26年度第３四半期 

(平成25年１月-平成26年12月) 

最多風向 S WSW SSE SSW ― 

平均風速(m/s) 4.5 1.3 1.2 3.1 2.5 

注：値は平成25年度第４四半期～平成26年度第３四半期の平均値（風向は期間ごとの最多風向）を示す。 

「気象統計情報」（気象庁 平成26年） 

「大気汚染測定結果ダウンロード」（東京都環境局） 

「江東区提供資料」、「大田区提供資料」、「東京都提供資料」より作成 

 

 

3)バックグラウンド濃度の状況 

a．調査期間中におけるバックグラウンド濃度の状況 

調査期間中におけるバックグラウンド濃度の状況は、表1-11に示すとおりである。 

 

表1-11  調査期間中におけるバックグラウンド濃度の状況 

調査期間：平成30年11月27日(火)～平成30年11月28日(水)  

地点名 
項目名 

中央区晴海 港区台場 豊洲 京浜島 4局平均値 

11月27日 

（火） 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.045 0.046 0.045 0.054 0.048 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.029 0.031 0.032 0.028 0.030 

11月28日 

（水） 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.041 0.042 0.042 0.056 0.045 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.038 0.038 0.042 0.041 0.040 

11月27日（火）

12：00～11月28

日（水）12：00 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.047 0.048 0.047 0.057 0.050 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.035 0.036 0.036 0.037 0.036 

注：値は調査日の日平均値及び調査時間の24時間分の平均値を示す。 

「大気汚染測定結果ダウンロード」（東京都環境局） 

「江東区提供資料」、「大田区提供資料」、「東京都提供資料」より作成 
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b．調査時点を含む１年間のバックグラウンド濃度の状況 

調査時点を含む１年間のバックグラウンド濃度の状況は表1-12に、評価書時点におけ

るバックグラウンド濃度は表1-13に示すとおりであり、事後調査時のバックグラウンド

濃度は、二酸化窒素、浮遊粒子状物質ともに評価書時点のバックグラウンド濃度よりや

や低い値を示した。 

 

表1-12  調査時点を含む１年間のバックグラウンド濃度の状況 

調査期間：平成29年度第４四半期～平成30年度第３四半期（調査期間：平成30年１月１日～平成30年12月31日） 
地点名 

項目名 
中央区晴海 港区台場 豊洲 京浜島 平均値 

平成29年度第４四半期 

(平成30年１月-３月) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.024 0.024 0.025 0.030 0.026 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.016 0.017 0.018 0.017 0.017 

平成30年度第１四半期 

(平成30年４月-６月) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.020 0.020 0.020 0.025 0.021 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.022 0.023 0.021 0.020 0.022 

平成30年度第２四半期 

(平成30年７月-９月) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.017 0.017 0.017 0.019 0.017 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.023 0.027 0.019 0.022 0.023 

平成30年度第３四半期 

(平成30年10月-12月) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.021 0.022 0.024 0.029 0.024 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.016 0.016 0.015 0.016 0.016 

平成29年度第４四半期 

-平成30年度第３四半期 

(平成30年１月-平成30年12月) 

二酸化窒素 

（ppm） 
0.020 0.021 0.021 0.026 0.022 

浮遊粒子状物質 

（mg/㎥） 
0.019 0.021 0.019 0.018 0.019 

注：各測定局の濃度は、平成29年度第４四半期～平成30年度第３四半期の平均値を示す。 
「大気汚染測定結果ダウンロード」（東京都環境局） 

「江東区提供資料」、「大田区提供資料」 
「大気汚染物質広域監視システム」（環境省）より作成 

 

表1-13  評価書時点におけるバックグラウンド濃度 

物質名＼測定局 中央区晴海 港区台場 豊洲 京浜島 平均値 

二酸化窒素（ppm） 0.025 0.026 0.027 0.029 0.027 

浮遊粒子状物質（mg/㎥） 0.023 0.025 0.022 0.024 0.023 

注：各測定局の濃度は、平成21年度～平成25年度の５ヶ年平均値を示す。 

「大気汚染測定結果ダウンロード」（東京都環境局） 

「江東区提供資料」、「大田区提供資料」 

「東京都提供資料」 より作成 
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ｳ．環境保全のための措置の実施状況 

環境保全のための措置の実施状況は、表1-14に示すとおりである。 

なお、大気質に関する苦情はなかった。 

 

表1-14  環境保全のための措置の実施状況（工事用車両の走行） 

環境保全のための措置 実施状況 

工事施行箇所や工事量の集中を避け

る工事計画を計画し、工事による影響

の緩和に努める。 

南北線建設協議会等を通じた作業調整を行うほか、施

工順序や建設機械の稼働日等を調整し工事量の集中を避

ける工事工程を計画し、工事による影響の緩和に努めた。 

工事用車両運転者に対し、過積載の

防止や制限速度の遵守を指導し、影響

の低減を図る。 

災害防止協議会、安全教育等を通じ、工事用車両運転

者に対し、過積載の防止や制限速度の遵守を指導し、影

響の低減を図った。 

工事従事者に対して工事用車両や建

設機械の省燃費運転を指導するととも

に、無駄なアイドリングの禁止を徹底

する。 

災害防止協議会、安全教育等を通じ、工事従事者に対

して工事用車両や建設機械の省燃費運転を指導するとと

もに、無駄なアイドリングの禁止を徹底した。 

工事現場からの土砂・粉じん等の飛

散防止のため、散水等の措置を行う。 

工事現場からの土砂・粉じん等の飛散防止のため、散

水車による散水や残土飛散防止シートの敷設を適宜行っ

た（写真1-1、1-2）。 

工事関係者の通勤車両は極力乗り合

いとし、工事用車両台数の低減に努め

る。 

工事関係者の通勤車両は極力乗り合いとし、工事用車

両台数の低減に努めた。 

工事用車両については、東京港臨海

道路の利用を促進し、できるだけ居住

区域を通行しないよう指導する。 

工事用車両については、臨港道路南北線安全連絡協議

会や中防地区工事連絡協議会等を通じた交通調整や推奨

ルートの提示を行い、できるだけ居住区域を通行しない

よう指導した。 

工事工程を適切に管理･監督し、工事

の輻輳を極力回避するとともに工事用

車両台数の一時的な増加を抑制するこ

とにより、更なる大気汚染物質の低減

に努める。 

臨港道路南北線安全連絡協議会や中防地区工事連絡協

議会等を通じた交通調整や推奨ルートの提示を行うとと

もに、工程の平準化を行い工事用車両台数の一時的な増

加を抑制することにより、更なる大気汚染物質の低減に

努めた。 

定期的に協議会や安全教育等を開催

し、上記の環境保全措置の実施を工事

関係者へ周知徹底する。 

定期的に臨港道路南北線安全連絡協議会や安全教育等

を開催し、上記の環境保全措置の実施を工事関係者へ周

知徹底した。 
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写真1-1  散水車による散水 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真1-2  残土飛散防止シートの敷設 
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(2)予測結果と事後調査の結果との比較検討  

二酸化窒素濃度における評価書の予測結果と事後調査の結果との比較は、表1-15に示

すとおりである。 

簡易測定法（PTIO法）による二酸化窒素濃度の調査では、予測結果（日平均値の年間

98％値相当）が0.050ppmであったのに対し、事後調査結果（調査日の１日平均値）が

0.056ppmとやや高かったが、概ね同程度の値であり、いずれも評価の指標（１時間値の

１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又はそれ以下であること。）を満足す

る値であった。 

調査期間中における気象の状況（表 1-8）をみると、平成 30 年 11 月の調査日の風向は

北方向からの風（最多風向：NE～NNW）が卓越していた。従って、二酸化窒素の主たる発

生源である自動車が走行する青海・有明南連絡線が北側に位置する調査地点５では、予

測結果に比べ高い値が出たと考えられる。 

浮遊粒子状物質については、「(1).ｲ.3)バックグラウンド濃度の状況」のとおり、調

査時点を含む 1年間のバックグラウンド濃度(表 1-12)が評価書時(表 1-13)を下回ってい

たこと、更に、排出負荷量において「(1).ｲ.1)工事用車両交通量、一般車両交通量、走

行速度、道路の状況」のとおり、南北線起源の排出量は評価書時と同程度、一般車両を

含む合計の排出量は評価書時を下回っていたことから(表 1-7(2))、評価書時の予測結果

を下回ると考えられる。 

 

  

表1-15  工事用車両の走行に伴う大気質の予測結果と事後調査結果の比較 

（単位：ppm） 

調査地点 

（評価書予測地点） 

二酸化窒素 

予測結果 

（日平均値の年間98％値相当） 

事後調査結果 

（調査日の１日平均値） 

調査地点５〔臨港道路〕 

（江東区有明３丁目） 
0.050 0.056 

評価の指標 
１時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン

内又はそれ以下であること。 

 

 

 


